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ご注意

保証
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ドキュメントの更新

本ドキュメントの表紙には、次の識別情報が記載されています。

• ソフトウェアのバージョンを示すソフトウェアバージョン番号

• ドキュメントの更新ごとに変更されるドキュメントリリース日

• ソフトウェアのこのバージョンがリリースされた日を示すソフトウェアリリース日

最近の更新を確認する場合、または最新のドキュメントを使用しているかを確認する場合は、次のサイトをご覧く 
ださい。

http://support.openview.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイトにアクセスするには、HP パスポートに登録し、サインインする必要があります。HP Passport ID に  

登録するには、次のサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html ( 英語サイト ) 

または、HP パスポートログインページの [ New users - please register ] リンクをクリックします。

製品のサポートサービスに登録すると、最新版を入手できます。詳細については、最寄りの HP 営業担当者にご

連絡ください。
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サポート

HP ソフトウェアサポートオンライン Web サイトには、次のアドレスからアクセスしてください。

support.openview.hp.com 

この Web サイトでは、連絡先情報、および HP ソフトウェアが提供している製品、サービス、サポートに関する

詳細が記載されています。

HP ソフトウェアのオンラインサポートでは、お客様に自己解決していただける機能を提供しています。ビジネスを

管理するのに必要な、インタラクティブな技術サポートツールへ素早く効率的にアクセスできる手段を提供してい
ます。お客様は、サポートサイトで以下の機能を利用できます。

• 関心のあるナレッジドキュメントの検索

• サポートケースおよび拡張リクエストの送信および追跡

• ソフトウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HP サポートの問合せ先の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の確認

• ソフトウェアを利用している他のユーザーとの情報交換

• ソフトウェアトレーニング情報の検索および参加登録

大部分のサポートには、HP Passport へのユーザー登録とログインが必要です。さらに、大部分がサポート契約 

を必要とします。HP Passport ID に登録するには、次のサイトにアクセスしてください。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html ( 英語サイト )

アクセスレベルに関する詳細については、次のサイトにアクセスしてください。

http://support.openview.hp.com/access_level.jsp 
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1 はじめに

Network Performance Server (NPS) は、Network Node Manager i (NNMi) ソフトウェアと組み  

合わせて使用できるインフラストラクチャーを提供します。このインフラストラクチャーにより、
ネットワークのパフォーマンス特性を分析できます。 NPS では、HP Network Node Manager i  
Software Smart Plug-ins (iSPIs) によって収集されたパフォーマンスデータにより、データテー  

ブルを構築し、ユーザーの選択に応じてクエリーを実行し、Web ベースのレポートにクエリー結

果を表示します。このクエリー結果により、ネットワーク環境の問題の診断およびトラブルシュー
ティングを行うことができます。

HP NNM iSPI Performance for Metrics (NNM iSPI Performance) ソフトウェアは、NNMi によ  

りさまざまなネットワーク要素からポーリングされるメトリックデータを収集してモニタリング
することにより、NNMi にコアパフォーマンス管理機能を提供します。 NNMi と NNM iSPI  
Performance を組み合わせることにより、ネットワークインフラストラクチャーの運用パフォー

マンスをモニタリングできます。

NPS では、他の iSPI Performance 製品 (HP NNM iSPI Performance for Traffic や HP NNM iSPI  
Performance for Quality Assurance など ) でレポートを生成するためのインフラストラクチャーや  

リソースを提供します。 NNM iSPI Performance を使用する必要がなければ、NNM iSPI  
Performance のインストールまたは有効化を行わずに NPS をインストールできます。 環境に NPS 
がインストールされている場合、他の iSPI Performance 製品を使用してレポートを生成できます。

NNM iSPI Performance をインストールするときに、インストーラーによりインスタントオンライ  

センスが有効化されます。 インスタントオンライセンスの有効期間は 30 日間です。 有効期間が過ぎ  

ると、既存のレポートはそのまま利用できますが、恒久ライセンスを購入して有効にするまで、新
しいデータは収集されません。 ただし、他の iSPI Performance 製品のライセンスが有効な場合、そ  

れらの iSPI Performance 製品では、NPS インフラストラクチャーを引き続き使用できます。

アーキテクチャーの概要

NPS は、NNMi またはカスタムコレクター (iSPI で利用可能 ) により収集されたさまざまなネット  

ワーク要素のデータの格納、処理および分析を行うインフラストラクチャーを提供します。 データ 

の収集後に、NPS はデータを処理および集計して、列ベースのデータベース管理システム (DBMS) 
に格納します。 ビジネスインテリジェンスフレームワーク (BI Server) は、データの分析およびレ  

ポート作成の根幹を成しています。 BI Server の分析ツールを利用することにより、環境内で利用可  

能なネットワーク要素のパフォーマンスを示した、すぐに利用可能なレポートを表示できます。
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NPS アーキテクチャーの全体像 
   

NPS コンポーネント

NPS は次のコンポーネントで構成されます。

• 列ベースの DBMS 

列ベースの DBMS により、NPS ソリューションにデータウェアハウス機能が追加されます。

DBMS は、さまざまなソースから収集された大量のデータを格納でき、NPS では多数のデータ

点を使用した集計が可能になります。 毎日の集計データを最長 800 日間、1 時間ごとの集計デー 

タを最長 400 日間、処理前 / 詳細データを最長 400 日間格納できます。バックアップおよび復

元機能により、圧縮されたバックアップ形式でデータを保存できます。 システムまたはディス 

クの破損後にデータベースを復元するために、保存済みのデータを使用できます。

• コンテンツストア 

コンテンツストアは、レポートテンプレート、スケジュール、スケジュール出力、ユーザーが
作成したレポートコンテンツ、ユーザーおよびグループの情報を格納するために使用できるリ
レーショナルデータベース (RDBMS) です。  コンテンツストアは列ベースのDBMSよりずっと    

小規模です。  データは通常、無期限に保有されます。ただし保有期間のポリシーがスケジュー  

ル自体で設定されるスケジュール出力は除きます。 コンテンツストアはバックアップと復元が 

可能です。

• ビジネスインテリジェンスサーバー 

ビジネスインテリジェンス (BI) サーバーにより、定義済みのレポートテンプレートを使用して、  

DBMS 内のデータに基づく、洞察力に富んだ Web ベースのレポートを作成できるようになり

ます。 デフォルトではないアドホッククエリーおよびバックグラウンドレポートのスケジュー 

ルを設計および保存できます。 BI Server Portal で定期レポートを発行できます。さらに、電   

子メールで定期レポートを送信するように BI Server を設定することもできます。
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• 拡張パック 

拡張パックは、データを使用してレポートを作成するためのルールおよび定義を提供します。

デフォルトで NPS に付属しているすぐに利用可能な拡張パックである自己診断拡張パック

は、NPS のさまざまなコンポーネントおよびプロセスの稼働状態とパフォーマンスを示すレ

ポートを表示するのに役立ちます。

インストールの概要

NPS は、NNMi 管理サーバーまたは専用のスタンドアロンサーバーにインストールできます。 要 

件に合うオプションを選択する場合は、『HP Network Node Manager i Software Smart Plug-in     
Performance for Metrics/Network Performance Server システムとデバイス対応マトリックス』    

に記載されているサイジングのガイドラインを参照してください。 

アップグレードのガイドラインは次のとおりです。

• 9.00 より前のバージョン : 最初にバージョン 9.00 にアップグレードしてから、9.20 にアップ 

グレードします。

• バージョン 9.00、9.10、9.11: バージョン 9.20 にアップグレードします。

専用サーバーへのインストール

このオプションでは、次のユーティリティを使用して追加の設定手順を実行する必要があります。

• 有効化スクリプト (NNMi インストーラーによりNNMi管理サーバーに配置される ) – NNMi   
と NPS 間の通信を促進し、インスタントオンライセンスをインストールし、NNMi メニュー

項目を作成します。

• Configuration Utility – NPSプロセスとNNMi管理サーバーとの通信を可能にする情報を   

指定できるようになります。

NNMi 管理サーバーへのインストール

このオプションの場合、必要な操作はインストーラープログラムを実行するだけです。 

インストーラーにより、NNM iSPI Performance を NPS のインストールと同時にインストール  

できます。 または、NNM iSPI Performance を後からインストールすることもできます。
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専門用語

以下に、このドキュメント全体で使われる用語とその意味を示します。   

その他の製品情報

製品の使用方法については、『NNM iSPI Performance オンラインヘルプ』を参照してください。  

オンラインヘルプの PDF 版は、製品ソフトウェア DVD で提供されています。

NNMi の情報については、『Network Node Manager i Software デプロイメントリファレンス』、    

『Network Node Manager i Software リリースノート』、および『Network Node Manager    
i Software サポートマトリックス』を参照してください。

用語 説明

%NPSInstallDir% NPS アプリケーションディレクトリの環境変数です。NPS インストー

ラーにより自動的に生成されます。

%NPSDataDir% NNMi 管理サーバーに NPS をインストールする場合の、NPS データ

ディレクトリです。

%NnmInstallDir% NNMi アプリケーションディレクトリの環境変数です。NNMi インス

トーラーにより自動的に生成されます。

NNMi管理サーバーにNPSをインストールする場合、NPSアプリケー

ションファイルの格納先となる %NPSInstallDir% がここに作成され

ます。

%nnmdatadir% NNMi データディレクトリの環境変数です。NNMi インストーラーによ

り自動的に生成されます。

NNMi (Windows) 管理サーバーにNPSをインストールする場合、NPS  
設定ファイルおよびデータファイルの格納先となる %NPSDataDir%
がここに作成されます。
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2 前提条件とプランニング

インストールを開始する前に、すべての前提条件が満たされていることを確認してください。 要 

件を評価して、環境に最も適したインストールオプションを指定します。次に、インストールプ
ランを段階的に作成します。

前提条件

NPS インストーラーにより、次の前提条件が満たされているかどうか確認するためのチェックが

実行されます。

• プライマリドメイン名システム (DNS) サフィックス

NPS をインストールするシステムには、プライマリ DNS サフィックスが設定されている必

要があります。 システムは、完全修飾ドメイン名 (FQDN) を使用してネットワークで到達可  

能である必要があります。

• ポートが利用可能であること

さまざまなプロセスで使用されるポートの一覧は、「ポート情報」 (59 ページ ) を参照してくだ 

さい。 これらのポートが空いていることを確認してください。 システムで使用されているポー  

トを確認するには、netstat コマンドを実行します。

次のアプリケーションと変数をシステムから削除します。

• Cygwin ( すでにインストールされている場合 )

• JAVA_HOME 

NPSに付属の組み込みJREと互換性がないサードパーティ製のJava Runtime Environment  
(JRE) がある場合、インストールエラーやランタイムエラーが発生することがあります。 

JAVA_HOME 環境変数がシステムに設定されていないことを確認してください。

インストールのプランニング

インストールプランでは、インストールプロセスのための準備を行い、インストールの完了に必
要なすべての情報を収集できます。 要件を確認し、管理サーバーへインストールするか専用サー 

バーへインストールするかを選択し、プランを作成します。

NNMi のバージョン

NPS をインストールする前に、NNMi をバージョン 9.20 にアップグレードします。

NNMi のバージョンを確認するには、次の手順を実行します。

1 NNMi コンソールにログオンします。

2 [ ヘルプ ] > [HP Network Node Manager i Software について ] をクリックします。

バージョン番号は 9.20 である必要があります。
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プラットフォームの組み合わせ

専用サーバーにインストールするには、NPS と管理サーバーのプラットフォームの組み合わせがサ

ポートされていることを確認してください。次のオペレーティングシステムのいずれかで動作して
いる NNMi 管理サーバーを使用してください。 

• Windows

• Red Hat Enterprise Linux (RHEL)

• SUSE Linux: NNMi のみがサポートされています。NPS はサポートされていません。

• HP-UX: NNMi のみがサポートされています。NPS はサポートされていません。

• Solaris: NNMi のみがサポートされています。NPS はサポートされていません。

サポートされているオペレーティングシステムの詳細については、『HP NNM iSPI Performance   
for Metrics システムおよびデバイス対応マトリックス』を参照してください。

ファイル共有メカニズム

NPS を専用サーバーにインストールする場合、NPS と NNMi 管理サーバー間のファイル共有メ

カニズムを有効にする必要があります。

インストールの最後に、次のいずれかのファイル共有技術がプラットフォームの組み合わせに応じ
て有効になります。    

Windows ネットワーク共有と SMB 共有では、十分な権限のあるユーザーアカウントが必要です。

有効化スクリプトを利用して、ユーザーアカウントを作成できます。

Samba ソフトウェアを使用したファイル共有 

SMB 共有を使用するには、Samba ソフトウェア ( オペレーティングシステムに付属 ) が NNMi 管  

理サーバーにインストールされている必要があります。

SMB 共有は、次のシナリオでは動作しない場合があります。

• Security-Enhanced Linux (SELinux) で実行されている NNMi 管理サーバー

• サーバーまたはネットワークで実行されているファイアウォール

SMB 共有を使用するには、セキュリティポリシーまたはファイアウォール設定で、SMB トラフィッ

クに対する例外を設定する必要があります。

ドメイン名

NPS を専用サーバーにインストールする場合、NNMi 管理サーバーと専用サーバーのドメイン名

が同じである必要があります。

専用サーバーと NNMi 管理サーバーが、たとえば、mycompany.com などの同じ DNS ドメインに

属していることを確認します。異なるサブドメイン内のメンバーシップも許可されますが、親ドメ
インは同一である必要があります。 たとえば、次のシステムは NNMi 管理サーバーおよび NPS シ 

ステムとして使用できます。

NNMi 管理サーバー NPS ファイル共有技術

Windows Windows Windows ネットワーク共有

Linux、HP-UX、または Solaris Windows Server Message Block (SMB)
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• nnm.mycompany.com

• nps.reporting.mycompany.com

インストール前のチェックリスト

  

作業

参照ドキュメント / ト
ピック

チェック済  
( はい / い
いえ )

インストールオプションの選択 : 管理サーバーまたは 
専用サーバー

Network Performance 
Server サポートマト
リックス

iSPI for Performance (8.01/8.10/8.11) が、NPS をイン    
ストールするシステムにインストールされていないこ
とを確認する。

NNMi のバージョンが 9.20 であることを確認する。

NNMi が iSPI for Performance のインスタンスで設定  
されていないことを確認する。たとえば、NNMi イン
タフェースのメニュー項目を確認します。

製品をインストールするシステムがシステム要件を満
たしていることを確認する。

Network Performance 
Server サポートマト

リックス

製品をインストールするシステムが前提条件を満たし
ていることを確認する。

「前提条件」 (13 ページ )

専用サーバーへのインストールのみ : サポートされるプ 
ラットフォームの組み合わせを選択していることを確
認する。

「プラットフォームの組
み合わせ」 (14 ページ )

専用サーバーへのインストールのみ : Linux、HP-UX、 
または Solaris で実行している NNMi 管理サーバーを
使用する場合、NNMi 管理サーバーに Samba ソフト
ウェアがインストールされていることを確認する。

「ファイル共有メカニズ
ム」 (14 ページ )

専用サーバーへのインストールのみ : 管理サーバーと 
専用サーバーが同じDNSドメインに属していることを
確認する。専用サーバーの完全修飾ドメイン名を書き
留めます。

「ドメイン名」 
(14 ページ )

専用サーバーへのインストールのみ : セキュリティが 
有効な Linux をNNMi 管理サーバーとして使用する場
合は、SELinux 管理サーバー上の SMB トラフィック
を例外に設定したセキュリティポリシーを作成する必
要があります。

「プラットフォームの組
み合わせ」 (14 ページ )

専用サーバーへのインストールのみ : Linux 管理サー

バーを使用する場合で、ファイアウォールがサーバー
またはネットワーク上に構築されている場合は、SMB
トラフィックを例外に設定したファイアウォール設定
に変更する必要があります。
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シングルサインオン

NPS をインストールすると、シングルサインオン (SSO) として知られるセキュリティメカニズムが  

有効になります。 SSO を使用すると、NPS は、NNMi コンソールが認識するのと同じユーザー名お 

よびパスワードを認識できるようになります。 SSO が有効になると、NNMi にすでにログオンして 

いるユーザーは、再度ログオンすることなく NNMi から iSPI レポートに移動できます。 デフォル 

トでは、SSO は設定されていません。

SSO が機能するには、NPS と NNMi が同じドメイン名を共有する必要があります。 NNMi を起動 

する URL に、NNMi の完全修飾ドメイン名 (FQDN) を含める必要があります。ブラウザーで、ユー  

ザーが修飾されていないホスト名を使用する URL に接続すると、SSO サーブレットによりエラー

ページが表示され、NNMi URL の完全修飾ホスト名を使用してレポートを起動するよう要求され 

ます。

FQDN ではなく NNMi 管理サーバーの IP アドレスを使用する場合、インストール時に適宜 NNMi
を設定する必要があります。 あるいは、nnmsetofficialfqdn.ovpl <IP アドレス > コマンドを使用し  

て NNMi の FQDN を IP アドレスに設定する必要があります。

NNMi と NPS が同じサーバーにインストールされ、NNMi が FQDN でまだ設定されていない場

合、URLでNNMiの IPアドレスを使用することで、NNMiからレポートに移動するときにログオン 

ウィンドウやエラーメッセージが再度表示されることはなくなります。
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3 専用サーバーへの NPS のインストール

NPS を専用サーバーにインストールする場合、NNMi 管理サーバーで有効化スクリプトを実行し、
専用サーバーでインストーラープログラムを実行する必要があります。

NNMi がグローバルネットワーク管理 (GNM) 環境に展開されている場合、次を実行する必要が  
あります。

• 各 NNMi 管理サーバーに NPS のインスタンスを 1 つ展開する。 すべてのリージョナルマネー 
ジャーとグローバルマネージャーに、個別の NPS インスタンスがインストールおよび展開され
ている必要があります。

• すべてのリージョナルマネージャーとグローバルマネージャーで有効化スクリプトを 1 度実
行する。

HP が配布する NPS ソフトウェア DVD がない場合は、HP から ISO イメージをダウンロードでき
ます。 ドライブにイメージをマウントするか、DVD を作成します。 DVD を直接作成するには、ISO  
イメージファイルを作成するように設計されているソフトウェアアプリケーションが必要です。

ターミナルサーバーセッションまたはリモートデスクトップ接続を使用して NPS または NNM
iSPI Performance をインストールする場合は、次のドライブタイプに ISO イメージを「ダウン 
ロードしない」ようにしてください。

• ネットワークドライブ

• 取り外し可能なメディア

NNMi 管理サーバーでの NPS の有効化

NNMi のバージョンが 9.20 であることを確認します。 NNMi インストーラーによって、有効化ス 

クリプトが管理サーバーに配置されます。

管理サーバーで実行中に、スクリプトによって次のタスクが実行されます。

• 選択に応じて、HP NNM NNM iSPI Performance のインスタントオンライセンスを有効に    
する。

• [HP NNM iSPI Performance] > [ レポート - レポートメニュー ] 項目を NNMi コンソールの   
[ アクション ] メニューに追加する。

• 管理サーバーで場所を共有する。

• 管理サーバーで新しいユーザーを作成する。

• NPS のシングルサインオンセキュリティを有効にする。

NPS を有効にするには、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binに移動します。

3 nnmenableperfspi.ovplスクリプトを実行します。 スクリプトはインタラクティブモードで動 
作を開始し、次のメッセージを表示します。

iSPI Performance for Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?

4 Y と入力して [Enter] キーを押します。

N を選択した場合、( アップグレード中の場合でも ) NNM iSPI Performance の拡張パックは無  

効化されたままになります。
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スクリプトに、次のメッセージが表示されます。

開始しますか ?

5 Y と入力して [Enter] キーを押します。 スクリプトによって、NNMi が実装されているローカ   
ルシステムに NPS をインストールするかどうかを尋ねられます。

6 N と入力して [Enter] キーを押します。 スクリプトにより、NPS をインストールするシステムの   
FQDN の入力を求められます。

7 FQDN を入力して [Enter] キーを押します。

FQDN のみを使用してください。 IP アドレスは使用しないでください。

NPS を HA クラスターにインストールして設定する場合、クラスターの仮想ホスト名を指定し
て、NPS HA リソースグループを設定して開始した後にこのスクリプトを実行する必要があり 
ます。 スクリプトに、次のメッセージが表示されます。

SSLはiSPI Performanceマシンで有効化されていますか (または有効化されますか)? (Y/N)

8 N と入力します。

スクリプトに、次のメッセージが表示されます。

iSPIのデフォルトのポートは 9300です。
このポートを使用する場合は [戻る ] を押します。

または 

NPS に対して SSL を有効するには (「NPS でのセキュリティで保護された送信の有効化」 
(42 ページ ) を参照 )、Y と入力します。 

スクリプトに、次のメッセージが表示されます。

iSPIのデフォルトのポートは 9305です。
このポートを使用する場合は [戻る ] を押します。

9 [Enter] キーを押します。 スクリプトによって、システムに NPS 共有を追加するかどうかを尋  
ねられます。

10 Y と入力します。スクリプトにより、次の場所に共有が作成されます。

%NnmDataDir%\shared\perfSpi

NPS は、専用サーバーからこの場所にアクセスして NNMi によって収集されたデータを取得
します。

11 スクリプトによって、新しいユーザー (NNMi ユーザーではなくシステムユーザー ) のユーザー  
名の入力を求められます。 このユーザー名は、スクリプトによって NNMi 管理サーバーに作成 
され、NPS が共有場所にアクセスするために使用されます。 ユーザー名とパスワードは、NNMi 
管理サーバーおよび NPS システムで、実質的にパスワードの強度に関するポリシーを満たして
いる必要があります。

ユーザー名とパスワードを書き留めておきます。 このユーザーに関する詳細は、専用サーバー 
の NPS でも指定する必要があります。

12 システムに既存の共有がある場合、スクリプトに次のメッセージが表示されます。

PerfSpi共有はすでに作成されています。
削除してから、再作成しますか ?

Y と入力します。 スクリプトにより共有が削除され、新しく作成されたユーザー用の共有が再 
作成されます。

有効化スクリプトが停止します。 スクリプトのサマリーに、共有パス (NPS がアクセスする )  
が次の形式で表示されます。

\\<FQDN>\PerfSpi

この場所を書き留めておき、まったく同じ形式でこれを専用サーバーの NPS で使用します。
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NPS のインストール

以下の手順に従ってください。

1 管理者権限で NPS の専用サーバーにログオンします。

2 DVD ドライブに NPS インストールメディアを挿入します。

3 メディアルートから、setup.exeファイルを実行します。インストールウィザードが開きます。

[ アプリケーションの要件チェックの警告 ] ダイアログボックスが表示された場合、警告メッ 
セージを確認し、適切な措置を行い [ 続行 ] をクリックします。[ ライセンス契約 ] ページが   
開きます。

4 [ ライセンス契約の条項に同意します ] を選択し、[ 次へ ] をクリックします。[ 機能の選択 ] ページ   
が開きます。 このページには、NNM iSPI Performance を有効化せずに NPS をインストールす   
るオプションが表示されます。

5 NNM iSPI Performance を使用するには、[NNM iSPI Performance– 拡張パック ] チェックボッ    
クスをオンにします。

6 [ 次へ ] をクリックします。 [ アプリケーションおよびデータフォルダーの選択 ] ページが開き   
ます。

7 これらのフォルダーのデフォルト以外の場所を指定します。 

デフォルトでは、インストーラープログラムによって次のフィールドが次の場所に設定されます。

— アプリケーションフォルダー : 

%Program Files (x86)%\HP\HP BTO Software

— Windows 2008 のデータフォルダー : 

%ProgramData%\HP\HP BTO Software

8 [ 次へ ] をクリックします。

インストーラープログラムがシステムチェックプロセスを開始して、システム要件を満たして
いるかどうかを確認します。

9 インストールチェックによって表示されるエラーまたは警告を確認します。 [ 詳細 ] をクリック  
し、インストーラーによって名前が表示されているログファイルを確認し、改善措置を取ります。

10 インストールチェックに成功したら、[ 次へ ] をクリックします。[ プレインストールの概要 ] 
ページが開きます。

11 [ インストール ] をクリックします。インストールプロセスが開始されます。

12 インストールプロセスの最後に、Configuration Utility が開きます。

以下の手順に従ってください。

a [ 指定ユーザーアカウント ] オプションを選択します。

b 有効化スクリプトによって作成されたユーザー名とパスワードを指定します。

c 有効化スクリプトによって NNMi 管理サーバーに作成された共有場所へのパスを指定しま
す。 形式は、有効化スクリプトのサマリーに表示されている形式と同じものを使用してくだ 
さい。 

d 詳細データのアーカイブの保有期間を指定します。 使用可能なディスク容量に基づいて、 

このパラメーターの値を選択します。

e [ 適用 ] をクリックします。 設定が正常に終了したことを示すメッセージが表示されます。

f [ 開始 ] をクリックして、専用サーバーの NPS に必要なプロセスを開始します。[ 終了 ] を  
クリックします。

13 インストールプロセスが完了したら、[ 完了 ] をクリックします。
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サイレントインストールの実行

無人のシステムにサイレントインストールを実行するには、正しいパラメーターを含む初期化ファ
イルが必要です。正しいパラメーターを含む初期化ファイルは、通常のインストール時に作成され
ます。次のテンプレートを使用して、独自の初期化ファイルを作成することもできます。

[NONOV.OvTomcatA]
ShutdownPort=8005
Jk2Ajp13Port=8009

[installer.properties]
setup=HPNNMPerformanceSPI
licenseAgreement=true
group=Default
media=E:\packages\
appRevision=9.20.000
tempDir=C:\Documents and Settings\Administrator\Local Settings\Temp\
customFeatureSelected=NNMPerfSPI MetricsExtensionPacks
installDir=C:\Program Files (x86)\HP\HP BTO Software\
customLangSelected= en
dataDir=C:\Documents and Settings\All Users\Application Data\HP\HP BTO 
Software\
systemDir=C:\WINDOWS\system32
appDescription=HP NNM iSPI for Performance
systemLocale=English

NNM iSPI Performance を有効化せずに NPS のみをインストールする場合は、custom 
FeatureSelected パラメーターを NNMPerfSPI に対してのみ設定します。

mediaパラメーターを、システムのマウントポイントからパッケージディレクトリへのパス (メディ 

アのルートにあります ) に設定します。

サイレントインストールを実行するには、次の手順に従います。

1 次の手順に従い、テンプレートを使用して ini ファイルを作成し使用します。

a テンプレートを使用して、独自の ini ファイルを作成し次の名前を付けます。

ovinstallparams.ini

b ターゲットシステムの %TEMP%フォルダーにこのファイルをコピーします。

2 次の手順に従い、別の NPS インストールで作成した ini ファイルを使用します。

a ini ファイル (ovinstallparams<タイムスタンプ >.ini) をソースシステム (NPS がすで   

にインストールされているシステム ) から収集します。

この ini ファイルへのパスは以下のとおりです。

%TEMP%\HPOvInstaller\HPNNMPerformanceSPI_9.20.000

b 必要に応じてファイルを変更します。 NNM iSPI Performance を有効化せずに NPS のみを   

インストールする場合は、customFeatureSelected パラメーターを NNMPerfSPI に対して

のみ設定します。 media パラメーターを、システムのマウントポイントからパッケージディ 

レクトリへのパス ( メディアのルートにあります ) に設定します。

c ファイル名からタイムスタンプを削除して、ファイル名を次のように変更します。

ovinstallparams.ini
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d ターゲットシステムの %TEMP%フォルダーにこのファイルをコピーします。

3 ターゲットシステムに管理者としてログオンします。

4 NPS DVD をターゲットシステムの DVD-ROM ドライブに挿入し、コマンドプロンプトで次の 
コマンドを入力します。

"<DVDドライブ >\setup.exe" -i silent

サイレントインストールが開始されます。進行状況を知らせるインジケーターはありません。 

5 次の手順に従って、最新のインストールログファイルを確認し、インストールが正常に終了
したことを確認します。

a 以下の場所に移動します。

%TEMP%\HPOvInstaller\HPNNMPerformanceSPI_9.20.000

b 次のファイルを開きます。

HPNNMPerformanceSPI_9.20.000_<タイムスタンプ >_HPOvInstallerLog.html

c インストールが正常終了している場合は、最後の行がSuccessfully completed.となっ 
ています。

エラーのないインストールの確認

次の手順を実行して、NPS がエラーなしでインストールされたことを確認します。

アプリケーションファイルとランタイムファイルの検索

NPS ソフトウェアは、静的なアプリケーションソフトウェアファイル ( バイナリ ) と動的なラン  
タイムファイルで構成されます。 静的なアプリケーションファイルに対するデフォルトパスにあ 
る NNMPerformanceSPIディレクトリには、次のフォルダーが含まれています。

• bin 

• config 

• Docs 

• extensionpacks 

• Installation 

• java 

• lib 

• L10N 

• build.info (NPS ソフトウェアが構築された日付を含むテキストファイル )

動的なランタイムファイルのデフォルトパスは、HP/data/NNMPerformです。

動的なランタイムファイルへのデフォルトパスにある NNMPerformanceSPIディレクトリには、
次のフォルダーが含まれています。

• contentstore 

• database 

• logs 

• nnmappfailover 

• rconfig 

• PerfSPI_Diagnostics 
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• AtmPvc_Health 

• Component_Health 

• FrameRelayPvc_Health 

• Interface_Health 

• temp 

動的なランタイムファイルへのデフォルトパスには、インストール済みの拡張パックごとに追加の
フォルダーが 1 つ含まれています。 NNM iSPI Performance がインストールされている場合は、こ   
のパスに Interface_Health フォルダーと Component_Health フォルダーも含まれています。

設定ファイルの検証

Configuration Checker は、メインの設定ファイルに有効なエントリーが含まれていることを確認 
します。 

Configuration Checker を起動するには、次の手順を実行します。

[スタート] > [すべてのプログラム] > [HP] > [NNM iSPI for Performance] > [Configuration Checker] 

すべてが正常の場合、Checker によって次のメッセージが表示されます。

情報 : 設定ファイルの確認が正常に完了しました。

NPS を専用システムにインストールした場合、インストール時に作成されたユーザー資格情報を指
定する必要があります (18 ページの手順 11 を参照 )。

Configuration Utility を使用した NPS の設定

次のパラメーターを変更できます。

• NNM データファイルフォルダーへのパス

• NNM サーバー上の共有ドライブにアクセスするのに必要な資格証明

• データ保有

以下の手順に従ってください。

1 Configuration Utility を起動します。

[ スタート ] > [ すべてのプログラム ] > [HP] > [NNM iSPI for Performance] > [Configuration Utility] 

2 [ 停止 ] をクリックします ( データ処理およびテーブル作成が停止します )。

3 次の変更を行います。

• アカウント名の変更 : 同一システムへのインストールの場合、「ローカルシステム」アカ 
ウントオプションを使用します。

• パスワードの変更 : 同一システムへのインストールには適用できません。

• 共有 NNM データファイルディレクトリに対するパスの変更。

• アーカイブテーブルデータのデフォルトの保有期間の変更。 デフォルトの保有期間は次の 
とおりです。

— 日次データ = 800 日

— 毎時データ = 70 日

— 処理前 / 詳細データ = 14 日
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4 [ 適用 ] をクリックします。

5 [ 開始 ] をクリックします。

6 [ 終了 ] をクリックします。

システムを再起動しない限り、変更が読み込まれることはありません。 特定の状況 ( たとえば、共  
有ファイルシステムの準備が整っていない ) では、再起動を遅らせる必要があります。

専用サーバーでの NPS のアップグレード

バージョン 9.00 より前の NPS はアップグレードできません。 最初にバージョン 9.00 にアップグ 

レードする必要があります。 バージョン 9.00 以降からアップグレードできます。

NPS バージョン 9.20 は、NNMi バージョン 9.20 でのみサポートされます。 アップグレード前に、 

NNMi が 9.20 にアップグレードされていることを確認します。

アップグレードを開始する前に、次のコマンドを使用して NPS データをすべてバックアップする

ようにしてください。

"%NPSInstallDir%\NNMPerformanceSPI\bin\backup.ovpl" -b <ディレクトリ >

定期レポートのレポートビューを作成している場合は、ビューはアップグレード中に保存されま
す。 Query Studio を使用して作成されたスケジュール、ジョブ、ポートレット、およびクエリも  

保存されます。 ただし、ショートカットと他のオブジェクトタイプは保存されません。 logディレ  

クトリにある Migration.logファイルでログエントリをチェックし、アップグレードの結果を

確認します。

以下の手順に従ってください。

1 すべての前提条件を満たしていることを確認します (「前提条件とプランニング」 (13 ページ ))。

2 NNMi のバージョンが 9.20 であることを確認します。

3 アップグレード中はすべての定期レポートが実行を停止していることを確認します (「データ 

ベースが 定期ジョブまたは定期レポートで使用されている場合、アップグレード中にコンテ 

ンツストアが停止する可能性がある。」 (51 ページ ))。

4 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

5 「NNMi 管理サーバーでの NPS の有効化」 (17 ページ ) の指示に従って、有効化スクリプトを 

実行します。

データベースインデックスのアップグレード

NPS 9.20 は新しいデータベース列インデックススキームを備えています。このスキームは、レ 

ポートにトポロジ属性フィルターが適用され、その属性に 65,535 を超える一意の値が含まれてい

る場合に、レポートのクエリーパフォーマンスを向上させることができます。

新しいインデックススキームを使用するようにデータベースをアップグレードするには、次のコ
マンドを実行します。

dbCheckIndexes.ovpl -r 

規模の大きいデータベースを使用している場合は、スクリプトの実行に数時間かかる可能性があ
ります。
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NNMi 管理サーバーでの NPS の無効化

NPSを無効にすると、iSPIでポーリングしたデータを使用してレポートを生成できなくなります。

NNMi 管理サーバーで NPS を無効にするには、次の手順に従います。

1 NNMi が実行されていることを確認します。

2 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

3 %NnmInstallDir%\binに移動します。

4 nnmdisableperfspi.ovpl スクリプトを実行します。

5 管理者権限で専用サーバーにログオンします。

6 [ スタート ] メニューから [ すべてのプログラム ] > [HP] > [NNM iSPI Performance] > [Uninstall]     
をクリックします。ウィザードが開きます。

[ アプリケーションの要件チェックの警告 ] ダイアログボックスが表示された場合、警告メッ 
セージを確認し、適切な措置を行い、[ 続行 ] をクリックします。

7 ようこそページが開きます。[OK] をクリックします。

8 [ アプリケーションのメンテナンス ] ページで、[Uninstall] を選択して、[ 次へ ] をクリックし   
ます。[ プレアンインストールの概要 ] ページが開きます。

9 [Uninstall] をクリックします。 プログラムによってシステムからの NPS のアンインストール  
が開始されます。

10 NPS が完全に削除されたら、[ 完了 ] をクリックします。 この削除プロセスでは、NPS のすべて  
のコンポーネントがシステムから削除されます。

専用サーバーからの NPS のアンインストール

さまざまな iSPI Performance 製品で作成されたレポートを引き続き使用する場合は、NPS を削 
除しないでください。 NPS が使用できないと、レポートを使用できません。

NPS を削除するには、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 [ スタート ] メニューから [ すべてのプログラム ] > [HP] > [NNM iSPI Performance] > [Uninstall]   
をクリックします。

ウィザードが開きます。

[ アプリケーションの要件チェックの警告 ] ダイアログボックスが表示された場合、警告メッ 
セージを確認し、適切な措置を行い [ 続行 ] をクリックします。ようこそページが開きます。

3 [OK] をクリックします。

4 [ アプリケーションのメンテナンス ] ページで、[Uninstall] を選択して、[ 次へ ] をクリックし   
ます。[ プレアンインストールの概要 ] ページが開きます。

5 [Uninstall] をクリックします。 プログラムによってシステムからの NPS のアンインストール  
が開始されます。

6 NPS が完全に削除されたら、[ 完了 ] をクリックします。

NPS のアンインストール後の再インストール

アンインストール後の再インストールで問題を回避するには、次の手順に従います。

1 Windows サーバーを再起動します。

2 %NPSDataDir%\NNMPerformanceSPIフォルダーが削除されていることを確認します。
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NNM iSPI Performance のインストール

NPS をインストールしたときに NNM iSPI Performance もインストールした場合は、このセク  
ションを省略してください。 

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにあるnnmenableperfspi.ovplスクリプトを実行します。

3 次の質問に対して、Y と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?

4 管理者権限で NPS システムにログオンします。

5 次のいずれかを行います。

a NPS メディアから、setup.exeファイルを実行します。

b [ メンテナンスの選択 ] ページで [ 修正 ] を選択します。

c 画面上の指示に従います。 

d [機能の選択 ] ページで [NNM iSPI Performance for Metrics–拡張パック ] チェックボッ   
クスをオンに、インストーラーが完了するまで待機します。

または 

a NPS システムの %NnmInstallDir%\binディレクトリにある次のコマンドを実行します。

metricsExtensionPacks.ovpl install

NNM iSPI Performance の無効化

NNM iSPI Performance を使用せずに、他の iSPI Performance 製品で NPS を使用することがで   
きます。 NPS をアンインストールしなくても、NNM iSPI Performance を無効化することができ   
ます。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにあるnnmenableperfspi.ovplスクリプトを実行します。

3 次の質問に対して、N と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?

4 管理者権限で NPS システムにログオンします。

5 次のいずれかを行います。

a NPS メディアから、setup.exeファイルを実行します。 

b [ メンテナンスの選択 ] ページで [ 修正 ] を選択します。

または 

a %NnmInstallDir%\binディレクトリにある次のコマンドを実行します。

metricsExtensionPacks.ovpl uninstall

6 画面上の指示に従います。 

7 [ 機能の選択 ] ページで [NNM iSPI Performance for Metrics– 拡張パック ] チェックボックス   

をオフに、アンインストールが完了するまで待機します。
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4 NNMi管理サーバーへのNPSのインストール

インストールプロセスを開始する前に、サーバーで NNMi が実行されていることを確認してくだ
さい。NNMi のバージョンは 9.20 である必要があります。

NNMi がグローバルネットワーク管理 (GNM) 環境に展開されている場合、次を実行する必要が  
あります。

• 各NNMi管理サーバーにNPSのインスタンスを 1つ展開する。 すべてのリージョナルマネー 
ジャーとグローバルマネージャーに、個別の NPS インスタンスがインストールおよび展開さ
れている必要があります。

• すべてのリージョナルマネージャーとグローバルマネージャーで有効化スクリプトを 1 度実
行する。

HP が配布する NPS ソフトウェア DVD がない場合は、HP から ISO イメージをダウンロードで
きます。ファイルをダウンロードしたら、ドライブにイメージをマウントするか、DVD を作成しま
す。 DVD を直接作成するには、ISO イメージファイルを作成するように設計されているソフトウェ 
アアプリケーションをインストールする必要があります。

ターミナルサーバーセッションまたはリモートデスクトップ接続を使用して NPS または NNM
iSPI Performance をインストールする場合は、次のドライブタイプに ISO イメージを「ダウン 
ロードしない」ようにしてください。

• ネットワークドライブ

• 取り外し可能なメディア

NPS のインストール

以下の手順に従ってください。

1 管理者権限で管理サーバーにログオンします。

2 DVD ドライブに NPS インストールメディアを挿入します。

3 メディアルートから、setup.exeファイルを実行します。

インストールウィザードが開き、新しい画面が表示されます。 [OK] をクリックします。

[ アプリケーションの要件チェックの警告 ] ダイアログボックスが表示された場合、警告メッ 
セージを確認し、適切な措置を行い [ 続行 ] をクリックします。

4 [ はじめに ] ページで、[ 次へ ] をクリックします。[ ライセンス契約 ] ページが開きます。

5 [ ライセンス契約の条項に同意します ] を選択し、[ 次へ ] をクリックします。[ 機能の選択 ] ペー  
ジが開きます。 このページには、NNM iSPI Performance を有効化せずに NPS をインストー   
ルするオプションが表示されます。

6 [NNM iSPI Performance for Metrics– 拡張パック ] チェックボックスをオンにします。 また   
は、チェックボックスをオフにして、NNM iSPI Performance がインストールされないように  
します。

7 [次へ ] をクリックします。 インストーラープログラムがシステムチェックプロセスを開始して、  
システム要件を満たしているかどうかを確認します。

8 インストールチェックに成功したら、[ 次へ ] をクリックします。[ プレインストールの概要 ] 
ページが開きます。

9 [ インストール ] をクリックします。インストールプロセスが開始されます。

10 プロセスが完了したら、[ 完了 ] をクリックします。
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Configuration Utility を使用した NPS の設定

「Configuration Utility を使用した NPS の設定」 (22 ページ ) の指示を参照してください。

NNMi 管理サーバーでの NPS のアップグレード

バージョン 9.00 より前の NPS はアップグレードできません。 最初にバージョン 9.00 にアップグ 

レードする必要があります。 バージョン 9.00 以降からアップグレードできます。

NPS バージョン 9.20 は、NNMi バージョン 9.20 でのみサポートされます。 アップグレード前に、 

NNMi が 9.20 にアップグレードされていることを確認します。

アップグレードを開始する前に、次のコマンドを使用して NPS データをすべてバックアップする

ようにしてください。

"%NPSInstallDir%\NNMPerformanceSPI\bin\backup.ovpl" -b <ディレクトリ >

定期レポートのレポートビューを作成している場合は、ビューはアップグレード中に保存されます。

Query Studio を使用して作成されたスケジュール、ジョブ、ポートレット、およびクエリも保存さ 

れます。 ただし、ショートカットと他のオブジェクトタイプは保存されません。 logディレクトリに  

ある Migration.logファイルでログエントリをチェックし、アップグレードの結果を確認します。

以下の手順に従ってください。

1 すべての前提条件を満たしていることを確認します (「前提条件とプランニング」 (13 ページ ))。

2 NNMi のバージョンが 9.20 であることを確認します。

3 アップグレード中はすべての定期レポートが実行を停止していることを確認します (「データ 

ベースが 定期ジョブまたは定期レポートで使用されている場合、アップグレード中にコンテ 

ンツストアが停止する可能性がある。」 (51 ページ ))。

4 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

5 「NNMi 管理サーバーでの NPS の有効化」 (17 ページ ) の指示に従って、有効化スクリプトを実 

行します。

データベースインデックスのアップグレード

NPS 9.20 は新しいデータベース列インデックススキームを備えています。このスキームは、レ 

ポートにトポロジ属性フィルターが適用され、その属性に 65,535 を超える一意の値が含まれてい

る場合に、レポートのクエリーパフォーマンスを向上させることができます。

新しいインデックススキームを使用するようにデータベースをアップグレードするには、次のコ
マンドを実行します。

dbCheckIndexes.ovpl -r 

規模の大きいデータベースを使用している場合は、スクリプトの実行に数時間かかる可能性があり
ます。
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NNMi 管理サーバーからの NPS のアンインストール

さまざまな iSPI Performance 製品で作成されたレポートを引き続き使用する場合は、NPS を削 

除しないでください。 NPS が使用できないと、レポートを使用できません。

NNMi 管理サーバーから NPS を削除するには、次の手順に従います。

1 管理者権限で管理サーバーにログオンします。

2 NNMi が実行されていることを確認します。

3 [ スタート ] メニューから [ すべてのプログラム ] > [HP] > [NNM iSPI Performance] > [ アンインス   

トール ] をクリックします。

ウィザードが開きます。

[ アプリケーションの要件チェックの警告 ] ダイアログボックスが表示された場合、警告メッ 

セージを確認し、適切な措置を行い [ 続行 ] をクリックします。ようこそページが開きます。

4 [OK] をクリックします。

5 [ アプリケーションのメンテナンス ] ページで、[Uninstall] を選択して、[ 次へ ] をクリックし   

ます。[ プレアンインストールの概要 ] ページが開きます。

6 [Uninstall] をクリックします。 プログラムによってシステムからの NPS のアンインストール  

が開始されます。

7 NPS が完全に削除されたら、[ 完了 ] をクリックします。

NPS のアンインストール後の再インストール

アンインストール後の再インストールで問題を回避するには、次の手順に従います。

1 Windows サーバーを再起動します。

2 %NPSDataDir%\NNMPerformanceSPIフォルダーが削除されていることを確認します。

NNM iSPI Performance のインストール

NPS をインストールしたときに NNM iSPI Performance もインストールした場合は、このセク  

ションを省略してください。 

「NNM iSPI Performance のインストール」 (25 ページ ) の指示に従います。

NNM iSPI Performance の無効化

NNM iSPI Performance を使用せずに、他の iSPI Performance 製品で NPS を使用することがで   

きます。 NPS をアンインストールしなくても、NNM iSPI Performance を無効化することができ   

ます。

「NNM iSPI Performance の無効化」 (25 ページ ) の指示を参照してください。
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5 高可用性環境の専用サーバーへの NPS のイ

ンストール

Windows Server 2008 の場合は、管理者権限を持つドメインアカウントを使用する必要があります。

HA クラスターに NPS のみをインストールする

HA クラスターに NPS のみをインストールするには、次の手順に従います。

1 NPS をインストールするシステムで HA クラスターを設定します。

2 次のクラスターの詳細を取得します。

— クラスターの仮想ホスト名。仮想ホスト名は、クラスターの仮想 IP アドレスにマッピン

グされている必要があります。

— クラスターの HA リソースグループ。 たとえば NPSWindowsHA などの任意の名前を選 

択できます。

— NPS 共有ディスクのマウントポイント

NPS が使用する NMS 高可用性パッケージの詳細については、『HP Network Node Manager   
i Software デプロイメントリファレンス』の「高可用性クラスターでの NNMi の設定」を参 

照してください。

次のように、NNMi 管理サーバーで有効化スクリプトを実行せずに、クラスターのプライマリノー

ドに NPS をインストールします。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにあるnnmenableperfspi.ovplスクリプトを実行します。

3 次の質問に対して、Y と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?

4 管理者権限で NPS システムにログオンします。

5 次のいずれかを行います。

a NPS メディアから、setup.exeファイルを実行します。

b [ メンテナンスの選択 ] ページで [ 修正 ] を選択します。

c 画面上の指示に従います。 

d [機能の選択 ] ページで [NNM iSPI Performance for Metrics–拡張パック ] チェックボッ     

クスをオンに、インストーラーが完了するまで待機します。

または 

a NPS システムの %NnmInstallDir%\binディレクトリにある次のコマンドを実行します。

metricsExtensionPacks.ovpl install
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Configuration Utility により、設定が自動的にテストされます。 このテストには、NNM ディ  
レクトリに対する読み取り / 書き込みアクセスのチェックが含まれています。 NNM ディレクト 
リは現在利用できないため、このテストは失敗します。

6 管理者ユーザーグループのメンバーで、あらかじめ登録された Administrator アカウントを
使用していない場合は、アクティブノードで次の手順に従います。

a [ スタート ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] に移動します。

b [ サービス ] ウィンドウで、[NNM iSPI Performance ETL Server] を右クリックし、[ プロパ     

ティ ] をクリックします。

c デフォルトの [ ログオン ] 設定 ( ローカルシステム ) を DOMAIN\USER 形式のドメイン    
アカウントに変更し、[ 適用 ] をクリックします。

サービスは開始しないでください。

7 プライマリノードで以下の手順を実行してください。

a 以下のコマンドを実行して、NPS プロセスが実行中でないことを確認します。

%NPSInstallDir%\bin\stopALL.ovpl

b 共有ディスクがマウントされていることを確認します。

c NPS の HA リソースグループを設定するには、次のコマンドを実行します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" PerfSPIHA 

このコマンドは、29 ページの手順 2 で取得した詳細を指定するように指示メッセージを表
示します。

d 次のコマンドを実行して設定を確認します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaclusterinfo.ovpl" -group <リソースグ
ループ > -nodes

ローカルノードが一覧表示される必要があります。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaclusterinfo.ovpl" -config PerfSPIHA 
-get PerfSPI_HA_CONFIGURED

コマンドの表示が YESである必要があります。

8 「HA クラスターへの NPS のインストール」 (31 ページ ) の手順に従って、クラスターの各パッ 
シブノードに NPS をインストールします。

a デフォルトの [ ログオン ] 設定 ( ローカルシステム ) を DOMAIN\USER 形式のドメイン    
アカウントに変更し、パスワードを入力して、[ 適用 ] をクリックします。

サービスは開始しないでください。

9 フェイルオーバークラスターマネージャーを使用するか、または次のコマンドを実行して、
NPS の HA リソースグループをオンラインにします。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhastartrg.ovpl" PerfSPIHA <リソースグループ >

10 NNMi 管理サーバーで有効化スクリプトを実行します (「NNMi 管理サーバーでの NPS の有 
効化」 (17 ページ ) を参照 )。 NPS クラスターの仮想ホスト名を指定します。

注 : Configuration Utility を使用している場合は、手順 11 を実行する必要はありません。

11 Windows 管理者ユーザーグループのメンバーで、あらかじめ登録された Administrator アカ
ウントを使用していない場合は、各パッシブノードで次の手順に従います。

a [ スタート ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] に移動します。

b [ サービス ] ウィンドウで、[NNM iSPI Performance ETL Server] を右クリックし、[ プロパ    

ティ ] をクリックします。
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c デフォルトの [ ログオン ] 設定 ( ローカルシステム ) を [ アカウント ] に変更した後、使用し     
ているユーザーアカウントの資格情報を指定します。

d 手動で %NPSDataDir%\rconfig\NNMPerformanceSPI.cfg ファイルを編集し、次の
プロパティを追加します。

PRSPI_NNMDIR    //<nnmhostname>/PerfSpi

このインスタンスでは、<nnmhostname> が NNMi 管理サーバーの FQDN です。

12 パッシブノードごとに、次のコマンドを実行します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" PerfSPIHA

リソースグループ名を入力するように要求されます。

NNMi 管理サーバーのみが HA クラスターにある

このシナリオでは、アクティブな NNMi 管理サーバーで 1 回、各パッシブ NNMi 管理サーバーで 1 
回、それぞれ有効化スクリプト (「NNMi 管理サーバーでの NPS の有効化」 (17 ページ )) を実行し   

ます。

HA クラスターへの NPS のインストール

HA クラスターに NNMi をインストールすると、NPS をアドオン製品として NNMi 管理サーバー

にインストールおよび設定できます。

以下の手順に従ってください。

1 アクティブノードで次のコマンドを実行し、NNMi サービスがすべて実行されていることを
確認します。

ovstatus -c

2 アクティブノードで、次のように NPS をインストールします。

a 管理者権限で管理サーバーにログオンします。

b DVD ドライブに NPS インストールメディアを挿入します。

c メディアルートから、setup.exeファイルを実行します。

インストールウィザードが開き、新しい画面が表示されます。 [OK] をクリックします。

[アプリケーションの要件チェックの警告] ダイアログボックスが表示された場合、警告メッ 
セージを確認し、適切な措置を行い [ 続行 ] をクリックします。

d [ はじめに ] ページで、[ 次へ ] をクリックします。[ ライセンス契約 ] ページが開きます。

e [ ライセンス契約の条項に同意します ] を選択し、[ 次へ ] をクリックします。[ 機能の選択 ]  
ページが開きます。 このページには、NNM iSPI Performance を有効化せずに NPS をイン   
ストールするオプションが表示されます。

f [NNM iSPI Performance for Metrics–拡張パック] チェックボックスをオンにします。 ま    
たは、チェックボックスをオフにして、NNM iSPI Performance がインストールされない  
ようにします。

g [ 次へ ] をクリックします。 インストーラープログラムがシステムチェックプロセスを開始  
して、システム要件を満たしているかどうかを確認します。
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h インストールチェックに成功したら、[ 次へ ] をクリックします。[ プレインストールの概 

要 ] ページが開きます。

i [ インストール ] をクリックします。インストールプロセスが開始されます。

j プロセスが完了したら、[ 完了 ] をクリックします。

3 stopALL.ovplコマンドを実行して NPS を停止します。

4 アクティブノードで、次のコマンドを実行します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" NNM -addon PerfSPIHA

nnmhaconfigure.ovpl コマンドはインタラクティブコマンドで、HA 環境に関する詳細を指定
する必要があります。 このコマンドの詳細については、『Network Node Manager i Software     
デプロイメントリファレンス』の「高可用性クラスターでの NNMi の設定」を参照してくだ
さい。

5 次のコマンドを実行して設定を確認します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaclusterinfo.ovpl" -config NNM -get 
NNM_ADD_ON_PRODUCTS

PerfSPIHAを参照してください。

6 各パッシブノードで、「NPS のインストール」 (26 ページ ) の手順に従って NPS をインストー 
ルします。

7 stopALL.ovpl コマンドを実行して NPS を停止します。

8 Windows 管理者ユーザーグループのメンバーで、あらかじめ登録された Administrator アカ
ウントを使用していない場合は、各パッシブノードで次の手順に従います。

a [ スタート ] > [ 管理ツール ] > [ サービス ] に移動します。 Windows Server 2008 管理者権限    
でログオンします。

b [ サービス ] ウィンドウで、[NNM iSPI Performance ETL Server] を右クリックし、[ プロパ    

ティ ] をクリックします。

c デフォルトの [ ログオン ] 設定 ( ローカルシステム ) を [ アカウント ] に変更した後、使用し    
ているユーザーアカウントの資格情報を指定します。

9 パッシブノードごとに次のコマンドを実行します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" NNM -addon PerfSPIHA

nnmhaconfigure.ovpl コマンドでは、パッシブノードでコマンドを実行するときに、HA リ
ソースグループ名を指定する必要があります。 このコマンドの詳細については、『Network 
Node Manager i Software デプロイメントリファレンス』を参照してください。

10 各パッシブノードで次のコマンドを実行して設定を確認します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaclusterinfo.ovpl" -config NNM -get 
NNM_ADD_ON_PRODUCTS

PerfSPIHAを参照してください。

HA クラスターからの NPS のアンインストール

最初にすべてのパッシブノードから NPS を削除し、次にアクティブノードから NPS を削除します。

以下の手順に従ってください。

1 パッシブノードごとに、次の手順を実行します。
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a 管理者権限でノードにログオンします (HA の設定時に使用したのと同じユーザーを使用し 

ます )。

b 次のコマンドを実行します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaunconfigure.ovpl" PerfSPIHA < リソース  

グループ >

c パッシブノードごとに手順を繰り返します。

2 アクティブノードで、次の手順を実行します。

a 管理者権限でノードにログオンします (HA の設定時に使用したのと同じユーザーを使用し 

ます )。

b 次のコマンドを実行します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhastoprg.ovpl" PerfSPIHA < リソースグ  

ループ >

c 次のコマンドを実行します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaunconfigure.ovpl" PerfSPIHA < リソース  

グループ >

d stopALL.ovplコマンドを実行して、すべての NPS プロセスを停止します。

e 「専用サーバーからの NPS のアンインストール」 (24 ページ ) の指示に従います。

NNM iSPI Performance のインストール

NPS をインストールしたときに NNM iSPI Performance もインストールした場合は、このセクショ  

ンを省略してください。 

アクティブノードのみで、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにあるnnmenableperfspi.ovplスクリプトを実行します。

3 次の質問に対して、Y と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?

4 管理者権限で NPS システムにログオンします。

5 NPS メディアから、setup.exeファイルを実行します。

6 [ メンテナンスの選択 ] ページで [ 修正 ] を選択します。

7 画面上の指示に従います。

8 [ 機能の選択 ] ページで [NNM iSPI Performance for Metrics– 拡張パック ] チェックボック    
スをオンに、インストーラーが完了するまで待機します。

または、%NnmInstallDir%\binディレクトリにある次のコマンドを実行します。

metricsExtensionPacks.ovpl install

パッシブノードごとに、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにあるnnmenableperfspi.ovplスクリプトを実行します。
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3 次の質問に対して、Y と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?

4 アクティブノードから、次のディレクトリにある (.properties 拡張子を持つ ) すべてのプロパ  

ティファイルをコピーし、パッシブノードの同じディレクトリにこれらのファイルを転送し
ます。

%NnmInstallDir%\nonOV\cognos\bi\webapps\PerfSpi\WEB-INF\classes\com\hp\ov\
perfspi

NNM iSPI Performance の無効化

NNM iSPI Performance を使用せずに、他の iSPI Performance 製品で NPS を使用することがで   

きます。 NPS をアンインストールしなくても、NNM iSPI Performance を無効化することができ   

ます。

アクティブノードのみで、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにあるnnmenableperfspi.ovplスクリプトを実行します。

3 次の質問に対して、N と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?

4 管理者権限で NPS メディアにログオンします。

5 NPS メディアから、setup.exeファイルを実行します。

6 [ メンテナンスの選択 ] ページで [ 修正 ] を選択します。

7 画面上の指示に従います。 

8 [ 機能の選択 ] ページで [NNM iSPI Performance for Metrics– 拡張パック ] チェックボック    

スをオフにします。 

インストーラーにより、NNM iSPI Performance がシステム上で無効化されます。

または、%NnmInstallDir%\binディレクトリにある次のコマンドを実行します。

metricsExtensionPacks.ovpl uninstall

パッシブノードごとに、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにあるnnmenableperfspi.ovplスクリプトを実行します。

3 次の質問に対して、N と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?
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6 高可用性環境のNNMi管理サーバーへのNPS
のインストール (HA「アドオン」)

NPS のインストール

「HA クラスターへの NPS のインストール」 (31 ページ ) セクションで示した手順に従います。

NNMi HA クラスターに対するアドオンとして NPS を設定

以下の手順に従ってください。

1 フェイルオーバークラスターマネージャーを使用してノードのアドレスを検出し解決します。

たとえばアドレス 11.22.33.444 は humm3b88.fc.usa.hp.com に解決され、仮想インタフェース
であるため humm3b8v8.fc.usa.hp.com と表示されます。 HA システムは、そのインタフェース 
で要求を受信すると、HA 管理下でプロセスを実行している基本の物理システムにリダイレク
トします。

2 NPS がインストールされているが HA 管理下にない場合は、ovtstatus コマンドを実行してス
テータスを確認できます。

3 アクティブノードに移動し、次のように、NPS をアドオンとして設定します。

a インストールディレクトリにある nnmhaconfigure.ovpl スクリプトを実行します。

b たとえば次のようなリソーグループの製品名を追加します。

"%NnmInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" NNM -addon PerfSPIHA

スクリプトにより、NPS プロセスが実行されているかどうかが確認されます。 NPS プロセス 
が実行されている場合は、エラーが発生します。

c stopAll.ovpl を実行します。

ノードごとに [Windowsユーザーアカウントコントロール ] 設定を無効にする必要があり  
ます ([ 通知しない ] に設定 )。無効にしない場合は、HA は動作しません。

d stopAll.ovpl を実行し、NPS プロセスを停止します。

すべてのプロセスが停止したら、同じコマンドを再度実行します。 NPS が停止します。

e 質問「これは分散インストールですか ?」に、N と答えます。

スクリプトにより、ローカルディスクのディレクトリが共有ディスクにコピーされます。
データの大部分がデータベースディレクトリに格納されます。 したがって、コピーにはあ 
る程度時間がかかる可能性があります。

コピーが完了したら、PerfSPI_DataDir へのシンボリックリンクが作成され、データベー
スが開始されます。

4 ノードごとにこの手順を繰り返します。

スクリプトにより、セカンダリノードが認識され設定されます。コピー手順を繰り返す必要
はありません。
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HA クラスターからの NPS のアンインストール

「HA クラスターからの NPS のアンインストール」 (32 ページ ) の指示を参照してください。

NNM iSPI Performance のインストール

NPS をインストールしたときに NNM iSPI Performance もインストールした場合は、このタス  

クを省略してください。 

アクティブノードのみで、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 NPS メディアから、setup.exeファイルを実行します。

3 [ メンテナンスの選択 ] ページで [ 修正 ] を選択します。

4 画面上の指示に従います。 

5 [ 機能の選択 ] ページで [NNM iSPI Performance for Metrics– 拡張パック ] チェックボック    
スをオンにします。 インストーラーにより、NNM iSPI Performanceがシステムにインストー   
ルされます。

または、%NnmInstallDir%\binディレクトリにある次のコマンドを実行できます。

metricsExtensionPacks.ovpl install

パッシブノードごとに、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにある nnmenableperfspi.ovpl有効化スクリプトを実
行します。 

3 次の質問に対して、Y と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?

4 アクティブノードから、次のディレクトリにある .properties 拡張子を持つすべてのファイルを
コピーし、パッシブノードの同じディレクトリにこれらのファイルを転送します。

%NnmInstallDir%\nonOV\cognos\bi\webapps\PerfSpi\WEB-INF\classes\com\hp\ov\
perfspi

NNM iSPI Performance の無効化

NNM iSPI Performance を使用せずに、他の iSPI Performance 製品で NPS を使用することがで   

きます。 NPS をアンインストールしなくても、NNM iSPI Performance を無効化することができ   

ます。

アクティブノードのみで、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 NPS メディアから、setup.exeファイルを実行します。

3 [ メンテナンスの選択 ] ページで [ 修正 ] を選択します。

4 画面上の指示に従います。
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5 [ 機能の選択 ] ページで [NNM iSPI Performance for Metrics– 拡張パック ] チェックボック    

スをオフにします。 インストーラーにより、NNM iSPI Performance がシステム上で無効化   

されます。

または、%NnmInstallDir%\binディレクトリにある次のコマンドを実行できます。

metricsExtensionPacks.ovpl uninstall

パッシブノードごとに、次の手順に従います。

1 管理者権限で MMNi 管理サーバーにログオンします。

2 %NnmInstallDir%\binディレクトリにある有効化スクリプトを実行します。

3 次の質問に対して、N と答えます。

iSPI Metrics評価ライセンスも有効にしますか ?
高可用性環境の NNMi 管理サーバーへの NPS のインストール (HA「アドオン」) 37



7 高可用性環境でのアップグレード

アップグレードを開始する前に、backup.ovpl スクリプトを使用して NPS データをすべてバック
アップするようにしてください。

"%NnmInstallDir%\NNMPerformanceSPI\bin\backup.ovpl" -b <バックアップディレク
トリ >

アップグレード中、すべてのメトリックデータが保持されます。 Query Studio を使用して作成さ  
れた定期レポート、スケジュール、ジョブ、およびレポートのレポートビューも保存されます。 た 
だし、ショートカットと他のオブジェクトタイプは保存されません。

移行されるオブジェクトを確認するには、Migration.log ファイルのログエントリを確認しま
す。このファイルは、アップグレード後に NNMPerformancelogsディレクトリで参照できます。

NNMi のバージョンが 9.20 であることを確認します。

アップグレード中はすべての定期レポートが実行を停止していることを確認します (「データベー 
スが 定期ジョブまたは定期レポートで使用されている場合、アップグレード中にコンテンツスト 
アが停止する可能性がある。」 (51 ページ ))。

注 : リソースグループ内で設定されたアプリケーションを開始するためにノードが必要とする時 
間には、制限があります。 NNMi および NPS バージョン 9.0 でのデフォルト設定は 15 分でした 
が、NNMi および NPS バージョン 9.20 でのデフォルト設定は変更されています。 したがって、 
特に NNMi と NPS の両方が開始される必要がある「アドオン」環境では、タイムアウト値を増
やさなければならない場合があります。

タイムアウトの制限を増やすには、次のコマンドを実行します。

cluster res "<リソースグループ >-APP" /prop DeadlockTimeout=2700000
cluster res "<リソースグループ >-APP" /prop PendingTimeout=1800000

シナリオ 1: クラスター内の同一サーバーに NNMi と NPS が

存在する

このシナリオでは、NNMi と NPS の両方が共有クラスターの同一サーバーにインストールされ
ます ( 共存または「アドオン」と呼ばれます )。

次の手順は、HA 環境での NNM のアップグレード手順と似ていますが同じではありません。

最適な結果を得るために、すべての手順に目を通してから開始してください。

以下の手順に従ってください。

1 管理者権限のあるユーザーとして、クラスターノードにログオンします。

2 次のコマンドを実行して、アクティブサーバーを識別します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaclusterinfo.ovpl" -group <リソースグループ
名 > -activeNode

3 アクティブノードにログオンします。

4 アクティブノードでメンテナンスモードを有効にします。

5 NNM をアップグレードします。

6 NPS をアップグレードします。NPS は引き続き HA クラスターの一部として設定されます。

非アクティブノードが完了するまで、アクティブノードのメンテナンスモードをオフにしない
でください。
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7 次のように、すべて非アクティブノードで NNM と NPS をアップグレードします。

a メンテナンスモードに入ります。

b NNM をアップグレードします。

c すべての NPS プロセスが停止していることを確認します。

非アクティブノードでは、stopALL.ovpl は機能しません。 サービスコントロールパネルを使 

用して、すべての NNM iSPI Performance サービスが停止していることを確認します。

8 次のコマンドを実行して HA の設定を解除します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaunconfigure.ovpl" NNM –addon PerfSPIHA

9 NPS をアップグレードしますが、NPS は HA クラスターの一部として設定されません。

10 各非アクティブノードで、手順 7 から 9 を繰り返します。

11 すべての非アクティブノードのアップグレードが終わったら、アクティブモードに戻ります。

アクティブノードの HA 設定が更新されるようにするには、次のように、HA の設定を解除し
再度設定します。

a 次のコマンドを実行して HA の設定を解除します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaunconfigure.ovpl" NNM –addon 
PerfSPIHA

b 次のコマンドを実行して HA を再設定します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" NNM –addon PerfSPIHA

c メンテナンスモードを解除します。

12 続けて、すべての非アクティブノードで HA を再設定するには、次の手順を実行します。

a 次のコマンドを実行して HA を再設定します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" NNM –addon PerfSPIHA

b メンテナンスモードを解除します。

すべてのノードに、NNM と NPS のバージョン 9.20 が配置されているはずです。

シナリオ 2: 専用サーバー ( または「スタンドアロン」) 上

最適な結果を得るために、すべての手順に目を通してから開始してください。

以下の手順に従ってください。

1 管理者権限のあるユーザーとして、クラスターノードにログオンします。

2 次のコマンドを実行して、アクティブサーバーを識別します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaclusterinfo.ovpl" -group <リソースグループ
名 > -activeNode

3 アクティブノードにログオンします。

4 アクティブノードでメンテナンスモードを有効にします。

5 パッシブノードでメンテナンスモードを有効にします。

6 パッシブノードですべての NPS プロセスが停止していることを確認します。
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非アクティブノードでは、stopALL.ovpl は機能しません。 サービスコントロールパネルを使 

用して、すべての NNM iSPI Performance サービスが停止していることを確認します。

7 パッシブノードで、次のコマンドを実行して HA の設定を解除します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaunconfigure.ovpl" PerfSPIHA <リソースグ

ループ名 >

8 フェイルオーバークラスターマネージャーを開いて、以下を実行します。

a クラスターのリストを展開し、[ ノード ] を選択してノードのリストを展開します。

b パッシブノードを右クリックし、[ 一時停止 ] をクリックします。

9 各非アクティブノードで、手順 5 から 8 を繰り返します。

10 NPS をアップグレードしますが、NPS は引き続きアクティブノードの HA クラスターの一部

として設定されます。

11 続けて、すべての非アクティブノードで NPS をアップグレードします。

— NPS をアップグレードしますが、NPS は HA クラスターの一部として設定されません。

12 すべての非アクティブノードのアップグレードが終わったら、アクティブモードに戻ります。

アクティブノードの HA 設定が更新されるようにするには、次のように、最初に HA の設定

を解除し再度設定します。

a 次のコマンドを実行して HA の設定を解除します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaunconfigure.ovpl" NNM -addon 
PerfSPIHA

b 次のコマンドを実行して HA を再設定します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" NNM -addon PerfSPIHA

c メンテナンスモードを解除します。

13 続けて、すべての非アクティブノードで HA を再設定するには、次の手順を実行します。

a 次のコマンドを実行して HA を再設定します。

"%NNMInstallDir%\misc\nnm\ha\nnmhaconfigure.ovpl" NNM -addon PerfSPIHA

b メンテナンスモードを解除します。

すべてのノードに、NPS バージョン 9.20 が配置されているはずです。

データベースインデックスのアップグレード

NPS 9.20 は新しいデータベース列インデックススキームを備えています。このスキームは、レ 

ポートにトポロジ属性フィルターが適用され、その属性に 65,535 を超える一意の値が含まれてい

る場合に、レポートのクエリーパフォーマンスを向上させることができます。

新しいインデックススキームを使用するようにデータベースをアップグレードするには、次のコ
マンドを実行します。

dbCheckIndexes.ovpl -r 

規模の大きいデータベースを使用している場合は、スクリプトの実行に数時間かかる可能性があ
ります。
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8 Configuration Utility の使用

次のパラメーターを変更できます。

• NNM データファイルフォルダーへのパス

• データ保有

以下の手順に従ってください。

1 Configuration Utility を起動します。

[ スタート ] > [ すべてのプログラム ] > [HP] > [NNM iSPI for Performance] > [Configuration Utility] 

2 [ 停止 ] をクリックします ( データ処理およびテーブル作成が停止します )。

3 次の変更を行います。

— アカウント名の変更 : 同一システムへのインストールの場合、「ローカルシステム」アカウン 

トオプションを使用します。

— パスワードの変更 : 同一システムへのインストールには適用できません。

— 共有 NNM データファイルディレクトリに対するパスの変更。

— アーカイブテーブルデータのデフォルトの保有期間の変更。 デフォルトの保有期間は次の 

とおりです。

– 日次データ = 800 日

– 毎時データ = 70 日

– 処理前 / 詳細データ = 14 日

4 [ 適用 ] をクリックします。

5 [ 開始 ] をクリックします。

6 [ 終了 ] をクリックします。

サービスを再起動して、変更を有効にする必要があります。
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9 NPS でのセキュリティで保護された送信の

有効化

この手順は任意です。

NPS をインストールしたら、NPS でデフォルトモードの HTTP ではなく HTTPS ( セキュリティで 
保護された送信 ) を使用する必要があるかどうかを指定できます。 NPS と NNMi では、それぞれ異  
なる送信モードを使用できます。 デフォルトでは、NNMi によって、セキュリティで保護された送 
信がインストール中に有効化されますが、HTTP を使用することもできます。 

NPSでHTTPSを有効化するには、インストール後にスクリプトを実行する必要があります。 NPS 
は SSL (Secure Sockets Layer) 接続を介して HTTP を使用します。 これにより、NNM iSPI  
Performance サーバーとクライアント Web サーバー間のセキュリティが強化されます。

新しいコマンドラインウィンドウを開き、次のコマンドを実行して、セキュリティで保護された送
信を NPS に対して有効化、無効化、または設定できます。

configureWebAccess.ovpl

コマンドにより BI Server が停止します。 実行中のレポートは失敗します。

多くの情報メッセージが表示されます。 これは正常な動作です。

コマンドでは、次のポート番号を使用します。

• HTTP: 9300

• HTTPS: 9305

HTTP および HTTPS ポートを有効化、無効化、設定するには、次の手順を実行します。

1 次の場所にあるコマンドを実行します。

%NPSInstallDir%\bin\configureWebAccess.ovpl

2 ユーティリティによって表示されるメッセージに応答します。

ユーティリティが異常終了した場合は、%NPSDataDir%\logs\prspi.log ファイルを確認し
てください。

HTTPS が有効になっているかどうかの確認

次のコマンドを実行します。

configureWebAccess.ovpl -h

ユーティリティによって、送信モード (HTTP または HTTPS) が表示されます。

HTTP/HTTPS 以外のトラフィック用に予約されている NPS ポートは使用しないでください。

• 9301

• 9302

• 9303

• 9304

• 9306

• 9307
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HTTPS に HTTP トラフィック (9300) のデフォルトポートを使用しないでください。

BI Server は、セキュリティで保護された送信に対して組み込みの認証局 (CA) を使用します。

HA 環境におけるセキュリティで保護された送信

HA環境でセキュリティで保護された送信を有効にするには、クラスター内のすべてのノードでSSL
を有効にする必要があります。

ノードを設定する前に、ノードをメンテナンスモードにします。 設定が完了したら、メンテナンス 

モードを解除します。 同一HAグループ内のすべてのホストの設定が同じでなければなりません。 す  

べてのホストで同じプロトコル、ポート番号、および証明書を使用する必要があります。

NPS でメンテナンスモードを有効にするには、次の手順を実行します。

1 クラスター内のオンラインノードに移動します。

2 次のコマンドを実行して、ノードをメンテナンスモードにします。

"%NPSInstallDir%bin/haMaintenance.ovpl" 1

メンテナンスモードを解除するには、次のコマンドを実行します。 

"%NPSInstallDir%bin/haMaintenance.ovpl" 0
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10 Windows 2003からWindows 2008への移行

Windows 2003 にバージョン 8.13 がインストールされており、Windows 2008 に更新する場合は、  

次の手順に従います。

1 Windows 2003 マシンで、8.13 から 9.0 にアップグレードします。

2 コンテンツストア、データベース、およびファイルのフルバックアップを作成します。

3 Windows 2008 マシンに NPS 9.20 をインストールします。

4 Windows 2003 マシンから取得したバックアップをリストアします。
44 Windows 2003 から Windows 2008 への移行



 

11 トラブルシューティング

NPS のトラブルシューティング

NPS の運用に問題がないことを確認するために、次の診断ツールが用意されています。

Log File Monitor

Log File Monitor は、Chainsaw です。 Chainsaw を使用すると、DEBUG、INFO、WARN、ERROR、  
および FATAL メッセージが prspi.logファイルに届くと、それらをモニタリングできます。 ファ 
イルには、昨夜午前 0 時からのすべてのメッセージが含まれます。 このファイルへのパスは次のと 
おりです。

%NPSDataDir%\logs\prspi.log

次の手順に従って、NPS がエラーなしで実行されていることを確認します。

1 Log File Monitor を開きます。

[ スタート ] > [ すべてのプログラム ] > [HP] > [NNM iSPI for Performance] > [Log File Monitor] 

2 ようこそページにはいくつかのタブが含まれます。 [ メッセージインタフェース ] タブ  

(prspi.logへのパス ) を選択します。このビューには、次の 3 つのペインがあります。

• イベントペイン

• 詳細イベントペイン

• ツリーロガーペイン

ツリーロガーペインを使用して、プロセスを基準にイベントペインのメッセージをフィルタリン
グできます。 イベントペインの上部にあるドロップダウンを使用して、重要度を基準にフィルタ 
リングできます。 これらのフィルターを組み合わせることもできます。

イベントペインは常に変化します。イベントペインには prspi.log に到着した最新のメッセー
ジが表示され、詳細イベントペインにはそのメッセージに関する追加情報が表示されます。

ログファイルが切り詰められ、アーカイブされると、Chainsaw がメッセージのスクロールを停
止する場合があります。この現象が発生した場合は、Chainsaw を再起動してください。

Log File Analyzer

Log File Analyzer は、次の情報を提供します。

• それぞれの拡張パッケージ内でプロセスによって生成された警告の日次サマリー

• それぞれの拡張パッケージ内でプロセスによって生成されたエラーの日次サマリー

• それぞれの拡張パッケージ内の選択したプロセスのタイミングデータ

以下の手順に従ってください。

1 Log File Analyzer を開きます。

[ スタート ] > [ すべてのプログラム ] > [HP] > [NNM iSPI for Performance] > [Log File Analyzer] 

2 警告とエラーを確認します。
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警告およびエラーのサマリーデータは、直前の 2 週間前までをカバーします。最後のサマリー

は本日をカバーし、不完全なものになります。サマリーデータは以下のことを示します。

• 日付

• ある場合は、プロセスごとのエラーの数

• ある場合は、プロセスごとの警告の数

警告は、通常は自己修正する遷移状態、一般的には一時的な不一致を示します。 警告メッセー 

ジまたはエラーメッセージが表示されたら、テキストエディターで関連するログファイルを
表示することで詳細に調査することもできます。

3 スクロールダウンして警告およびエラーのサマリーを通過してタイミングデータを表示しま
す。タイミングデータは、以下を表示します。

• 直前の 2 週間にプロセスが実行された合計回数

• 直前の 2 週間のプロセスごとの平均実行時間

• 標準偏差

• 直前の 2 週間のプロセスごとの最大実行時間

• 実行ごとの処理されたレコードの平均数

• 処理されたレコードの 1 秒あたりの平均数

診断レポート

自己診断拡張パックには、次のレポートが含まれます。

• カレンダー

• チャート詳細

• ヒートチャート

• 管理対象インベントリ

• 最も変化した

• ピーク期間

• 上位 N チャート

• 上位 N

• タスク期間上位 10

これらのレポートは、NPS プロセスの期間に関連するトレンドをモニタリングします。 レポートの 

内容についての詳細は、オンラインヘルプを参照してください。

Diagnostic Collector

Diagnostic Collector を使用して、さまざまなログファイルから診断情報を収集できます。診断情 

報を収集するには、次の手順に従います。

1 管理者権限で NPS システムにログオンします。

2 Diagnostic Collector の起動 :

[スタート ] > [すべてのプログラム ] > [HP] > [NNM iSPI for Performance] > [Diagnostic Collector] 
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Diagnostic Collector によって、さまざまなログファイルが収集されます。これらのログファ 

イルは、次のディレクトリに配置される DiagnosticFilesYYYYMMDD_HHMMSS.tar.gz
ファイルに組み込まれます。

%NPSDataDir%\collectDiag

問題の調査中に tar.gzファイルを HP サポートに送信できます。

パフォーマンスポーリングのデフォルトの変更

NPS をインストールすると、いくつかのパフォーマンスポーリングが自動で有効になります。ポー

リングの要件がデフォルトとは異なる場合、デフォルトを変更する必要があります。デフォルトの
変更は NNMi コンソールのタスクになります。

ノードグループに対するパフォーマンスポーリングのデフォルトを変更するには、[ ノードの設定 ]
フォームを使用します。 NNMi コンソールからこのフォームにアクセスするには、左側のペインで 

[ 設定 ] > [ モニタリング > モニタリングの設定 ] を選択し、[ ノード ] タブをクリックします。

パフォーマンスポーリングのデフォルトの変更に関してヘルプが必要な場合は、NPS のオンラインヘ

ルプ (「NNMi のパフォーマンスポーリングの設定」) を参照してください。

例外のしきい値の設定

いくつかの NPS レポートは例外をモニタリングしますが、NNMi の中でパフォーマンスメトリッ
クのしきい値が設定されるまで、例外に関するデータはこれらのレポートには含まれません。デフォ
ルトのしきい値はないため、しきい値は自動的に設定されません。しきい値の設定は手動による手
順になります。

例外や、しきい値の条件に関連するインシデントが生成され過ぎないようにするには、異常な動
作にフラグを設定するようなしきい値を設定します。 NPS レポートに含まれる相違を詳しく調べ 
ることで、異常な動作についての理解を深めることができます。

しきい値を設定する準備が整ったら、しきい値を入力するノードグループを選択し、次に NNMi の
[ 編集 ] フォームにある [ しきい値の設定 ] タブを使用します。 このタスクに関してヘルプが必要な    
場合は、NPS のオンラインヘルプ (「NNMi のしきい値の設定」) を参照してください。

NNMi では、[ しきい値の設定 ] フォームに入力した値に基づく上限正常値が提供されます。 この上  
限正常値は、メトリックに対して上限しきい値を設定する必要がない場合は無効化することができ
ます。 [ しきい値の設定 ] フォームの詳細については、管理者用のオンラインヘルプを参照してくだ  
さい。

ベースラインの設定

NPS では、特定のメトリックに対して値の正常 ( 期待 ) 範囲を定義するためのベースラインメト  

リックが提供されます。 このベースラインメトリックにより、特定のメトリックの将来値を履歴 

データに基づいて予測できるようになります。

NNMi でベースラインメトリックの設定が行われていない場合は、ベースラインメトリックに基づ

く一部のチャートが標準レポートで空になります。 このことがユーザーを混乱させる可能性があり 

ます。

ベースラインメトリックの詳細と設定方法については、NNM iSPI Performance オンラインヘル  

プの「ベースラインメトリックの用語集」トピックと、HP Network Node Manager iSPI    
Performance for Metrics オンラインヘルプの「インタフェースのベースライン設定を設定する」  

トピックを参照してください。
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BI Server の管理者パスワードの変更

NNMi コンソールに管理者としてログオンしている場合、NNMi コンソールからレポートメニュー
を起動できます。 NNMi のシングルサインオン認証機能が動作しない場合、次の手順に従って NPS 
レポートメニューを起動できます。

1 次の URL にアクセスします。

http://<NPSシステムの FQDN>:9300/p2pd/NPS.html 

2 ナビゲーションパネルで [BI Server] タブをクリックし、[ 管理者ログイン ] を選択します。

3 ErsAuthenticationProvider ( デフォルト設定 ) に名前空間を設定します。 もう 1 つの選択肢   
(ErsTrustedSignonProvider) には名前空間を設定しないでください。

4 [OK] をクリックします。

5 ユーザー名 ErsAdmin でログオンします。

インストール後、直ちにデフォルトパスワードを変更することをお勧めします。以下の手順に従っ
てください。

1 %NPSInstallDir%\bin に移動します。

2 新しいパスワードの次に、以下のコマンドを入力します。

changeBIpwd.ovpl <新しいパスワード >

3 システムが次のメッセージを表示します。

ErsAdminのパスワードが正常に設定されました。

バックアップ後に BI Server が起動しない

コンテンツストアデータベースが直ちに開始しない場合、BI Server がタイムアウトする可能性が 
あります。

以下の手順に従ってください。

1 stopALL.ovpl コマンドを実行して、すべてのサービスを停止します。

2 startBI.ovpl コマンドを実行して BI Server を再起動します。

BI Server ソフトウェアの制限事項

• 1 度に指定できるのは一人の管理者だけです。

• 5 人を超える Query Studio ユーザーを同時に指定することはできません。

• iSPI データモデルを拡張したり、追加データソースを iSPI システムに追加することはできま
せん。

• NNM iSPI Performance のライセンスでは、Report Studio、Analysis Studio、Metric Studio、     
および Event Studio の機能を使用できません。

エラーメッセージ : 「まだディスパッチャーを初期化しています」

HA 環境では、BI サービスがまだ開始されていなくても、リソースグループが表示される可能性
があります。 つまり、リソースグループはオンラインですが、BI サービスがまだ開始されていな 
いということです。 Web からクラスターにアクセスしようとすると、リソースグループが利用で 
きなくなるか、さらに可能性が高いこととして、ナビゲーションパネルがロードされますが「ま
だディスパッチャーを初期化しています。再試行してください。」というようなエラーメッセージ
が表示されます。
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インストールのトラブルシューティング

インストーラーが「変数の初期設定中に問題が発生しました」のエラーを
示して失敗する。

この問題は Windows システムで見られます。

解決するには、%TEMP% ディレクトリの内容を削除してシステムを再起動してから、インストー
ラーを再開します。

システムチェック実行の結果、インストーラーによって WARNING メッ
セージが表示される。

警告メッセージが表示されていてもインストールは続行できますが、続行する前に問題を解決す
ることを強くお勧めします。警告は、システムの推奨値を満たしていない場合に表示されます。 個 
別のインストールチェックの名前をクリックすると、詳細が表示されます。詳細については、「前
提条件とプランニング」 (13 ページ ) を参照してください。

解決策は、表示される警告によって異なります。

システムチェック実行の結果、インストーラーによって ERROR メッセー
ジが表示される。

最小システム要件を満たさない場合、インストールの続行が許可されません。インストールを続
行するには、これらの問題を修正する必要があります。

個別のインストールチェックの名前をクリックすると、詳細が表示されます。詳細については、
「前提条件とプランニング」 (13 ページ ) を参照してください。

解決策は、表示されるエラーによって異なります。

NNMi はインストールされていないが、NNMi のバージョンが正しくないと
いうNNMiバージョンチェックのERRORメッセージがインストーラーによっ
て表示される。

インストーラーチェックの詳細ペインに次のメッセージが表示されます。
NNMのバージョンがサポートされているか確認しています ...
NNMのバージョンがサポートされていることを確認する必要があります。
NNMのバージョンチェックを実行しています
\tmp\HPNNMPerformanceSPI\AppCheckNNMVersion.sh: line 24:  
%NnmInstallDir%\nonOV\perl\a\bin\perl: そのようなファイルまたはディレクトリはあ 
りません
ERROR: NNMのバージョンが正しくありません
NNMバージョンはサポートされていません

%NPSDataDir%\NNMVersionInfo ファイルがあるかどうかを確認してください。 そのファイルが 
存在し、NNMi がシステムにインストールされていない場合は、前にインストールしたバージョン
の残余物であり、安全に削除できます。

インストールに長時間かかる。

一部のシステムでは、インストールを完了するのに最長 2 時間かかる場合があります。その大部
分は、BI Server および拡張パックのインストールに費やされます。 スプラッシュ画面が定期的に  
変化して、右下の砂時計アイコンが回転している場合、インストーラーは停止していません。
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インストーラーがインストールを完了するまで続行してください。

NNMi コンソールの [ アクション ] メニューに [ レポート - レポートメ

ニュー ] へのリンクがない。

有効化スクリプトが実行されませんでした。

nnmenableperfspi.ovpl スクリプトを実行します。「NNMi 管理サーバーでの NPS の有効化」
(17 ページ ) を参照してください。

initializeNPS アプリケーションがエラーを返した。

インストーラーは initializeNPS.ovpl ルーチンを自動的に呼び出します。 何らかの手順が失敗した 
ら、インストーラーは警告を出しますが中断はしません。 問題を解決し、失敗した手順をコマンド 
ラインから再実行して初期化を完了することができます。

特定のアクションとともに initializeNPS.ovpl スクリプトを再実行するように通知するエラーメッ
セージが表示されます。 以下はエラーメッセージの例です。   

メニューに、各失敗したアクションまたは成功したアクションのステータスが表示されます。 失 
敗したアクションを再度実行する必要があります。 失敗したアクションに依存関係がある他のア 
クションも再実行しなければならない場合があります。 最適な結果を得るには、メニューに一覧 
表示された失敗したアクションの後に ( ヘルプアクションと終了アクションを除く ) すべてのア  
クションを再実行します。

アクション番号 n、アクション範囲 n1 ～ n2、またはカンマで区切られた複数のアクションのい  
ずれかを選択できます。

PerfSPI_InitializeNPS.ovshおよび prspi.logファイルは、%TEMP%フォルダーに作成さ
れます。
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データベースが 定期ジョブまたは定期レポートで使用されている場合、

アップグレード中にコンテンツストアが停止する可能性がある。

コンテンツストアデータベースがスケジュールまたはジョブによる書き込みのために使用されてい
る場合は、エクスポートに失敗する可能性があります。

解決先は、アップグレード前に BI Server Portal に移動し、スケジュールを無効化し、ディスパッ  

チャーが実行する一部のサービスを停止することです。

以下の手順に従ってください。

1 BI Portal にログオンし、BI Administration を起動します。

2 [ ステータス ] タブを開きます。

3 左側のリストで [ スケジュール ] をクリックします。

4 リストの上部でチェックボックスをクリックします。

5 右上で [ 無効化 ] アイコンをクリックします。

6 [ 設定 ] タブを選択します。

7 左のリストから [ ディスパッチャーとサービス ] を選択します。

8 表示されたリストでディスパッチャーをクリックします。 サービスのリストが表示されます。 

デフォルトでは、複数ページのリストが表示されます。

9 以下の各サービスで [ その他 ] をクリックして、直ちに [ 停止 ] をクリックします。

— BatchReportService

— JobService

— ReportService

10 アップグレードが完了したら、BI Portal にログオンし BI Administration を起動して、スケ  

ジュールを再度有効化します。

Configuration Utility のトラブルシューティング

Configuration Utility がエラーメッセージを表示する。

FATAL: サービス設定テストに失敗しました

共有パスの形式が正しくない可能性があります。必ず正しい共有パスを正しい形式で指定してくだ
さい。正しいパスを指定するには、次の手順に従います。

1 NNMi 管理サーバーに移動します。

2 次の場所から有効化スクリプトの nnmenableperfspi_log.txt ファイルを収集します :
%nnmdatadir%\logまたは \var\%NnmInstallDir%\log

3 ファイルの終わりの [ サマリー ] または [ 次のステップ ] セクションで、共有場所の詳細を探し   
ます。

4 ログファイルから場所をコピーして、Configuration Utility の [ パス ] フィールドに貼り付け   
ます。
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共有ドライブにアクセスできないと Configuration Utility に表示される。

ネットワークのファイアウォール設定により、SMB プロトコルを使用して NPS から共有ファイル

にアクセスできません。

必ず適切なツールを使用して、SMB トラフィックの例外を作成してください。
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12 NNM iSPI Performance のライセンス

恒久ライセンスを取得するには、恒久ライセンスのパスワードを取得してから、Autopass License 
Management を使用して、ライセンスのパスワードをインストールします。 ライセンスのパスワー 

ドは、NPS が専用サーバーにインストールされている場合でも、NPS システムではなく NNMi サー

バーにインストールします。

NNM iSPI Performance 以外の iSPI のライセンスを取得している場合、30 日の評価期間を過ぎる  

と、NNM iSPI Performance の機能を使用できなくなります。 NNM iSPI Performance の恒久ライ  

センスを取得する必要があります。

iSPI 製品に付属のレポートテンプレートは一切変更しないでください。 変更したレポートテンプ 

レートはサポートされません。

恒久ライセンス

NNM iSPI Performance の恒久ライセンスを取得するには、次の手順に従います。

1 次の情報を収集します。

a HP 製品番号および注文番号 ( これらの番号は資格証明書に記載されています )

b NNMi 管理サーバーの IP アドレス

c 会社または組織の情報

2 コマンドプロンプトで、次のコマンドを実行します。 

"%NnmInstallDir%\bin\nnmlicense.ovpl" PerfSPI -g

3 Autopass License Management ウィンドウが開きます。[ ライセンスパスワード ] ダイアログ  

ボックスで、[ ライセンスの要求 ] をクリックします。

4 ウィンドウの指示に従って、ライセンスパスワードをインストールします。

または、テキストファイルで恒久ライセンスを適用するには、次の手順に従います。

1 HP製品番号および注文番号を取得します (これらの番号は資格証明書に記載されています )。

2 テキストエディターでテキストファイルを開いて、そのテキストファイルにライセンスのパ
スワードを入力して、テキストファイルを保存します。

3 NNMi 管理サーバーで次のコマンドを実行します。

"%NnmInstallDir%\bin\nnmlicense.ovpl" PerfSPI -f <ライセンステキストファイル >

追加のライセンスパスワード

NNM のライセンス構成に関する情報、およびエンタープライズインストールのライセンス層を追

加する方法については、HP 営業担当者または Hewlett-Packard 正規販売店にお問い合わせくだ

さい。
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NNM iSPI Performance の追加ライセンスパスワードを取得するには、

https://webware.hp.com/welcome.asp  の HP パスワード配布サービスサイトに移動します。
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13 NNMi アプリケーションフェイルオーバー

環境での NPS のインストール

NPS では、アプリケーションフェイルオーバー機能はサポートされていませんが、アプリケーショ
ンフェイルオーバーのセットアップ時にインストールされるNNMi管理サーバーとの互換性はあり
ます。

アプリケーションフェイルオーバーのセットアップ時にNNMiをインストールおよび設定する場合
は、NPS を NNMi 管理サーバーではなく専用サーバーにインストールする必要があります。 NPS 
の冗長ソリューションを設定する場合は、NPS を HA クラスターにインストールする必要があり
ます。

NNMi のアプリケーションフェイルオーバーでは、プライマリ NNMi サーバーが失敗した後に直ち
にセカンダリ NNMi サーバーが引き継げるようにすることにより、冗長が守られます。 アプリケー 
ションフェイルオーバーは、クラスタリングテクノロジ、NNMi から NPS にコピーする必要があ
る共有証明書、および進行中のファイルシステム同期化に依存しています。

アプリケーションフェイルオーバーでは、約 15 分の軽微なサービス遮断が発生しますが、それ以
外は透過的です。 ユーザーは、フェイルオーバーの発生に気付くことはありません。 NPS 管理者  
が特別なタスクを実行する必要はありません。

アプリケーションフェイルオーバーをサポートする NPS の機能は、NPS がクラスターのプライマ
リサーバーから取得するファイルによって異なります。 NPS がこれらのファイルを検出すると、直 
ちに 5 分おきに状態変更をチェックすることでプライマリサーバーの状態のモニタリングを開始し
ます。 NPS が状態変更を検出すると、NPS は以下を実行します。

• クラスターにあるどのサーバーが新しいプライマリサーバーであるかを判断する。

• 新しいプライマリサーバーの共有ディレクトリにデータ収集をリダイレクトする。

• 新しいプライマリサーバーのデータ ( メトリックおよびトポロジファイル ) の収集を開始する。

これらのイベントが発生するとすぐに、NPSユーザーはフェイルオーバーが発生する前と同様に、
新しいプライマリサーバーで NPS から NNMi ビューにリンクできるようになります。

アプリケーションフェイルオーバークラスター

アプリケーションフェイルオーバークラスターでNNMiを実行している場合、次の手順に従います。

1 有効化スクリプトを、アクティブな NNMi サーバーで 1 回、クラスターの各スタンバイサー
バーで 1 回ずつ実行します。

2 スタンバイサーバーで有効化スクリプトを実行するとき、アクティブサーバーで有効化スクリ
プトを実行した時に提供したのと同じ応答を提供します。

3 後で、NNM iSPI Performance の恒久ライセンスのインストールを選択する場合、クラスター  
のすべてのサーバーに同じライセンスをインストールしてください。

NNM から NPS へのキーストアーファイルのコピー

NNMi から NPS に cluster.keystore 証書をコピーするには、次の手順に従います。

1 NNMi 管理サーバーで次のディレクトリに移動します。
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Windows の NNMi の場合 :

%NnmDataDir%\shared\nnm\conf\nnmcluster\cluster.keystore

2 前述の場所にあるcluster.keystoreファイルをNPSシステムの次のディレクトリにコピー

します。

%NnmDataDir%\NNMPerformanceSPI\nnmappfailover\keystore
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14 コンテンツストアのアップグレード

以前のバージョンの NNM iSPI Performance をアップグレードする場合は、コンテンツストアは自  

動的にアップグレードされます。 既存のコンテンツストアの内容は、新しいコンテンツストアに移 

行されます。

大量のデータが格納されている場合は、データを以前のデータベースから新しいデータベースにエ
クスポートするのに、ある程度 ( ギガバイトあたり 15 分、システムによってはもっと ) 時間がかかり 

ます。
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15 レポートの起動

インストールが完了したら、レポートの起動を開始できます。 レポートの使用、作成、保存に関 

する詳細な手順については、「HP NNM iSPI Performance for Metrics オンラインヘルプ」を参     

照してください。

NNMi コンソールからのレポートの起動

1 次の URL を Web ブラウザーウィンドウに入力します。

http://<完全修飾ドメイン名 >:<ポート >/nnm/

このインスタンスでは、< 完全修飾ドメイン名 > は NNMi 管理サーバーの完全修飾ドメイン名

で、< ポート > は jboss アプリケーションサーバーが NNMi コンソールと通信するのに使用す

るポートです。

2 NNMi コンソールログオンウィンドウが開いたら、ユーザーアカウント名とパスワードを入

力して、[ サインイン ] をクリックします。

3 NNMi コンソールが開いたら、[ アクション ] > [HP NNM iSPI Performance] > [ レポート - レポー   

トメニュー ] の順に選択します。 NPS レポートウィンドウが開きます。

レポートメニューからのレポートの起動

1 ブラウザーで次の URL にアクセスします。

http://<完全修飾ドメイン名 >:9300

または、HTTPS が設定されている場合は、

https://<完全修飾ドメイン名 >:9305

このインスタンスでは、< 完全修飾ドメイン名 > は NPS システムの完全修飾ドメイン名です。

2 NNMi コンソールログオンウィンドウが開いたら、ユーザーアカウント名とパスワードを入

力して、[ サインイン ] をクリックします。

3 レポートメニューが開きます。このページから任意のレポートを開くことができます。
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16 ポート情報

ポートに関する次の情報は、NNM iSPI Performance と NPS の両方に適用されます。

   

ポート タイプ 名前 目的 設定

ネットワークで使用されるポート 

9300 TCP NPS UI デフォルトの HTTP ポート - 
Web UI および BI Web サービ  

スで使用される

configureWebAccess.ovpl
を使用して変更 

9305 TCP NPS UI – SSL デフォルトの Secure HTTPS 
ポート (SSL) - Web UI および   

BI Web サービスで使用される

configureWebAccess.ovpl
を使用して変更 

NNM と NPS が共存していない場合は、OS ネットワークファイル共有で使用されるネットワークポートも必要で

す (Linux の場合は NFS サービス、Windows の場合は Windows ファイル共有 ) 

同一サーバーで実行されているプロセスによって使用されるポート ( ネットワークでのサーバー間の通信には使

用されない ) 

9301 TCP Sybase ASE Sybase ASE (BI Content   
Manager データベース )

変更は未サポート

9302 TCP Sybase IQ Agent Sybase IQ Agent サービス 変更は未サポート

9303 TCP Sybase IQ – PerfSPI DB すべての NPS 拡張パックデー

タの保存に使用される Sybase
IQ データベース

変更は未サポート

9304 TCP Sybase IQ – PerfSPI DEMO 
DB

拡張パック DEMO データの格

納に使用されるSybase IQデー 

タベース

変更は未サポート

9306 TCP データベースの SQL 再書き込

みプロキシ – PerfSPI DB
Perfspi データベース用の SQL
再書き込みプロキシ – BI 
Server によって使用される

変更は未サポート

9307 TCP データベースの SQL 再書き込

みプロキシ – PerfSPI DEMO   
DB

Perfspi DEMO データベース用 

の SQL 再書き込みプロキシ – 
BI Server によって使用される

変更は未サポート

9308 TCP Sybase ASEバックアップサー 

バー

BI Content Manager データ  

ベース用のSybase ASEバック 

アップサーバー

変更は未サポート
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